
 

 
市立病院・診療所紹介：衣川診療所 

衣川診療所

は、昭和 22 年

６月に開設さ

れ、一時医師

不在による休

診（昭和 54 年

１０月～平成元年 4 月）を経て平成元年 5 月に

再開、平成６年１月に保健福祉医療(リハビリ)施

設完成、平成 18 年、市町村合併に伴い、奥州市

国民健康保険衣川診療所に名称変更しています。 

衣川地区唯一の医療機関であり、一次医療の

役割を果たしてきています。 

診療科 内科、リハビリテーション科 

高橋所長から

「当所は、奥州

市南部の山間部

にある診療所で

すが、幹線道路

からは意外に近

く、世界遺産平泉に隣接した地域にあります。 

内科を中心とした総合診療的な内容の医療機

関で、少ないながらも 19 床の病床があり、入院

医療も行っています。 

近くには市役所の支所、老人福祉施設、学校な

どがあり、密接に連携を取り合っていて、衣川地

域の地域医療の要となっています。 

今年度は非常勤医師として 3 人の医師が加わ

り、さらなる医療内容の充実をめざしています。

とのコメントをいただきました。 

奨学生や養成医師の皆様、是非、施設見学をお

待ちしています。 

 

連絡先：国民健康保険衣川診療所 

〒029-4208 岩手県奥州市衣川古戸 48-3 

TEL0197-52-3500 FAX0197-52-3502  

//www.city.oshu.iwate.jp/site/shinryousho-ko/ 

 

 

 

新型コロナウイルス関連情報 

 7 月下旬からはじまったＧＯＴＯキャンペー

ンをきっかけに、県外の皆様との交流が活発に

なるに伴い、岩手でも一人目の感染者が出たと

思ったら、あっと言う間一人また一人という感

じで増加がはじまり、８月 26 日現在、岩手県内

で 13 人の感染が確認されています。 

改めてこのコロナウイルス感染予防対策の難

しさを感じでおります。 

奥州市紹介コーナー：鹿踊り(ししおどり) 

太鼓を打ち鳴らし、鹿角の付いた頭をかぶっ

て踊る「鹿踊り」は、岩手県、宮城県各地に伝

わり、奥州市に今も脈々と続く民俗芸能です。 

奥州市に伝わ

る「鹿踊り」は

「太鼓踊系鹿踊

り」と呼ばれ、

斜めがけした腰

太鼓を自ら打ち

鳴らしながら歌い踊るのが特徴。体を大きく揺

らし、激しく飛び跳ねるダイナミックな踊りに

圧倒されます。 

鹿の角をつけた鹿頭（ししがしら）から「ザ

イ」と呼ばれる長い黒髪を垂らし、背に「ササ

ラ」と呼ばれる 3m ほどの長い棒を背負った姿

は神々しい出で立ち！ 

「鹿踊り」の起源は明らかではありません

が、一説には山でとった鹿の供養のために踊ら

れたのが始まりといわれています。いつしか、

祖霊供養や五穀豊穣の祈願も込めて、踊られる

ようになりました。江刺地域、水沢地域のお祭

りや、「歴史公園えさし藤原の郷」の定期公演

などで見ることができます。 

『SYOHEI ニュース』は市医師養成事業関係者の情報紙です。 

令和 2 年８月２7 日発行 奥州市医療局医師確保推進室 

〒023-0053 奥州市水沢大手町 3-1 TEL0197－25-3833 

 



奥州自慢コーナー： 種山高原と宮沢賢治 

種山高原は奥州市、住田町、遠野市等にまたがる北上山地にあ

るなだらかな高原です。ここは区と内陸と三陸海岸の境界で、気

象の移り変わりが激しいことから様々な顔を見せてくれます。 

大正 6 年 8 月はじめて種山を訪れた宮沢賢治は、種山高原の

風景を気象に魅せられ、以後何度も訪れて「風の又三郎」をはじ

め、数多くの作品を残しました。 

 

「風の又三郎」のほか、童話では 「さるのこしかけ」「達二の夢」

「種山ヶ原」などが種山ヶ原を舞台にした作品です。 

賢治は花巻農学校の教師をしていた大正１３年に、これらの作品を

変形・発展させ、戯曲「種山ヶ原の夜」を書いて生徒に演じさせてい

る。昭和３７年に高原の一角、立石近くに建てられた詩碑に刻まれて

いるのは、この戯曲の中で使われている「種山ヶ原の雲の中で刈った

草は」で始まる詩「牧歌」です。 

 

 賢治の作品には、岩手の自然を舞台にしているものが多いが、中でも岩手山、早池峰山、種山ヶ原

は登場する頻度が高く、研究家の中では「賢治三山」と呼ばれています。 

 種山ヶ原がいくらかでも全国的に知られているのは、種山ヶ原が賢治に「発見」されてからであ

るのは言うまでもありません。 

 平成６年５月、種山頂上に向かう道路沿いにコテージ、オートキャンプ場などを配置したアウト

ドア施設「種山高原・星座の森」がオープンした。施設の中央にあるコミュニティー広場には、賢治を

愛する市民有志によって設置された「風の又三郎像」が立っており、今にも飛び立ちそうです。 

 

自然回帰のキャンプ場 

種山高原星座の森は、海にも山にも、空にも星にも手が届く、

思わずそんな気がしてくるほど抜群のロケーションのキャンプ場

です。キャンプライフ・コテー

ジ・スターウォッチング・植物観

察・昆虫採取・バードウォッチン

グ・森林浴など、楽しみは星の

数。イーハトーヴの大自然が呼んでいる。 

 
種山高原 星座の森 

 ０２３－１５５１ 奥州市江刺米里字大畑６６－２１ 

電話 ０１９７－３８－２３６６  ＦＡＸ ０１９７－３８－２３６８ 

http://esashi-iwate.gr.jp/seiza/ 


